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(トップページ：http://members3.jcom.home.ne.jp/3632asdm/ )  

（五大石油会社の業績比較：http://members3.jcom.home.ne.jp/3632asdm/ExxonShellBp.html  ）  

（石油：http://members3.jcom.home.ne.jp/3632asdm/oil.html ） 

マイライブラリー：０３８５ 

 

(注)本稿は 2016 年 8 月 3 日から 13 日まで 5 回に分けて「内外の石油情報を読み解く」に掲載した

レポートをまとめたものです。 

 

2016.8.16 

前田 高行 

 

苦境続くシェブロン：五大国際石油企業２０１６年４－６月期決算速報 
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 スーパーメジャーと呼ばれる五大国際石油企業(ExxonMobil、Shell、BP、Total 及び Chevron)の４

－６月期決算が相次いで発表された。ここでは売上高、利益、売上高利益率、設備投資および石

油・天然ガス合計生産量の五項目について各社の業績を横並びで比較するとともに各社の四半期

決算の推移を検証する。 

 

 決算の詳細は以下の各社のホームページを参照されたい。 

ExxonMobil： 

http://news.exxonmobil.com/press-release/exxonmobil-earns-17-billion-second-quarter-2016 

Shell： 

http://www.shell.com/media/news-and-media-releases/2016/second-quarter-2016-results-anno

uncement.html 

BP： 

http://www.bp.com/en/global/corporate/press/press-releases/second-quarter-2016-results.html 

Total： 

http://www.total.com/en/media/news/press-releases/second-quarter-and-first-half-2016-result

s 

Chevron： 

https://www.chevron.com/stories/chevron-reports-2q-2016-loss 

 

 なお前期(２０１６年１－３月期)及び２００８年から２０１５年までの通年の業績比較は下記レポート

http://members3.jcom.home.ne.jp/3632asdm/
http://members3.jcom.home.ne.jp/3632asdm/ExxonShellBp.html
http://members3.jcom.home.ne.jp/3632asdm/oil.html
http://news.exxonmobil.com/press-release/exxonmobil-earns-17-billion-second-quarter-2016
http://www.shell.com/media/news-and-media-releases/2016/second-quarter-2016-results-announcement.html
http://www.shell.com/media/news-and-media-releases/2016/second-quarter-2016-results-announcement.html
http://www.bp.com/en/global/corporate/press/press-releases/second-quarter-2016-results.html
http://www.total.com/en/media/news/press-releases/second-quarter-and-first-half-2016-results
http://www.total.com/en/media/news/press-releases/second-quarter-and-first-half-2016-results
https://www.chevron.com/stories/chevron-reports-2q-2016-loss
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を参照されたい。 

http://members3.jcom.home.ne.jp/3632asdm/0377OilMajor2016-1stQtr.pdf 

http://members3.jcom.home.ne.jp/3632asdm/0372OilMajors2015.pdf 

 

 

１．五社の４－６月期業績比較(末尾表：1-Ｄ-4-22 参照) 

五社を横並びで比較すると売上高では Shell がトップであり、利益は Total が最も多い。また設備

投資は Shell が最も多く、石油および天然ガスを合わせた生産量では ExxonMobil がトップである。

売上高利益率は Total が最も高く、BP と Chevron は利益面で欠損を出している。 

 

(売り上げは軒並み２割減！) 

（１） 売上高 

２０１６年４－６月の売上高は５社とも

に前年同期に比べ２割前後の大幅な

減少であった。これは言うまでもなく原

油価格が下落したためである。因みに

Shell の決算資料で見ると、昨年第１四

半期はバレル当たり平均５６ドルであっ

たものが、今期は４０ドルと３割近く下

がっている。２０１１年あるいは２０１２年

の年間平均価格は１００ドルを超えてお

り価格はピーク時の２分の１以下であ

る。原油価格の下落がそのまま各社の売上高減少に反映されたと言えよう。 

 

各社の売上高および対前年同期の減少幅は、ExxonMobil が５７７億ドル(２２％減)、Shell６０３億

ドル(１９％減)、BP ４６４億ドル(２３％減)、Total ３７２億ドル(１７％減)、Chevron ２９３億ドル(２７％

減)で、５社の中では Chevron が最も大きく落ち込んでいる。 

 

（２）利益 

利益が５社の中で最も多いのは

Total の２１億ドルであり前年同期比３

割 減 で あ る 。 こ れ に 次 ぐ の が

ExxonMobil の１７億ドルであるが前年

同期（４２億ドル）の４割にとどまってい

る。Shell は２社よりもさらに利益が低く

１２億ドルで前年同期の３分の１以下

である。BP と Chevron の両社は欠損

であり、今期の欠損額は共にー１４億

ドル台である。BP は前期が５８億ドルの大幅な赤字であったが今回は改善されており、Chevron は

http://members3.jcom.home.ne.jp/3632asdm/0377OilMajor2016-1stQtr.pdf
http://members3.jcom.home.ne.jp/3632asdm/0372OilMajors2015.pdf
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前期の黒字（６億ドル）から一転して赤字に転落している。 

 

利益を上流部門(石油・天然ガスの開発生産分野)と下流部門(石油精製および製品販売分野)で

比較すると、ExxonMobil は上流・下流部門の利益がそれぞれ３億ドル、８億ドルであり下流部門の

利益が上流部門の約３倍である（なお上記各社の総合利益には石油化学品部門あるいはその他

の損益を含んでいるため上・下流部門の利益の合計額とは一致しない）。 

 

Total は上流部門の利益(１１億ドル)と下流部門の利益(１０億ドル)がほぼ同じである。上下両部

門で利益を上げたのは ExxonMobil と Total の２社だけであり、Shell、BP 及び Chevron の３社はい

ずれも上流部門が欠損であるのに対して下流部門が利益を計上している。このうち Shell の上流部

門は２０億ドルの赤字、下流部門は１７億ドルの黒字である。Chevron は上流部門の赤字が２５億ド

ルに対し下流部門の利益は１３億ドルにとどまっている。BP は上流部門がー１億ドル、下流部門は

＋１４億ドルで差し引きでは黒字であるが、今期もメキシコ湾汚染事故処理の負担が発生したため

全体としては赤字である。 

 

このように Total を除く４社はすべて下流部門の利益が上流部門のそれを上回っており、下流部

門が上流部門を支えている状況である。国際石油企業の利益構造はこれまで利益の大半を原油・

天然ガスの生産(上流部門)で稼ぎ、精製、石油化学など(下流部門)の低収益を補うという構図であ

ったが原油価格の大幅な下落により収益構造が様変わりしている。即ち上流部門の利益が急減す

る一方、精製、石油化学部門は原料の原油・天然ガス価格が急落したため利益の出る体質に変化

したのである。 

 

（３）売上高利益率 

売上高利益率はTotal が５．６％と最

も高く、ExxonMobil が２．９％で続いて

いる。Shell の利益率は１．９％にとどま

り BP及びChevron はマイナス（それぞ

れー３．１％、－５％）である。前年同期

の各社の利益率は Chevron６．６％、

ExxonMobil ５ ． ７％、 Shell ５ ． ４％、

Chevron１．４％であり、BP はマイナス

９．６％で同社以外はプラスの利益率

であった。５社は好調時には１０％台と

言う高い利益率を誇っていたこともあるが、近年各社の利益率は急速に悪化している。 
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（４）設備投資 

２０１６年４－６月期の各社の設

備投資額は Shell が５８億ドルと最

も多く、Chevron が５５億ドでこれに

続いている。第３位の ExxonMobil

の投資額は５２億ドルである。また

BP は４３億ドル、Total は最も少な

い３８億ドルにとどまっている。前年

同期と比べると各社とも減少してお

り、特にExxonMobilおよびChevron

は３分の２程度にとどまっている。

Total は１８％減、BP 及び Shell は５～６％減である。低迷する石油市況を受けて各社とも設備投資

には消極的な姿勢が見える。 

 

（５）原油・ガス生産量 

 今年４－６月の原油生産量はＥ

ｘｘｏｎＭｏｂｉｌが平均日産量２３３

万バレル(以下 B/D)で５社の中

では最も多い。その他の４社はＳ

ｈｅｌｌ １７５万 B/D、Ｃｈｅｖｒｏｎ １

６９万 B/D、Total １２５万 B/D、

BP １１０万 B/D で BP は５社の

中では最も少なく ExxonMobil の

２分の 1 以下である。ExxonMobil

は世界各地で万遍なく原油生産をおこなっており他社を圧倒している。前年同期と比較すると Shell

は２２％増と際立って増加しており、他の 4 社は大きな変化はなく、BP 及び Chevron はわずかなが

ら減少している。 

 

 天然ガスの生産量は Shell が１０２億立方フィート(以下 cfd)と最も多く、わずかの差で

ExxonMobil(９８億 cfd)が続いている。残る３社は Total６５億 cfd、BP５７億 cfd、Chevron５０億 cfd と

上位２社の５乃至６割前後である。前年同期に比べると Shell は３６％増と大幅に伸びた一方、

ExxonMobil は４％の減少となった。その他３社は Total が９％増、BP 及び Chevron は微減となって

いる。 

 

 天然ガスを石油に換算した原油・天然ガスの合計生産量ではExxonMobil は３９５万B/Dでこれに

次ぐのがShellの３５１万B/Dである。その他の３社はChevronが２５３万B/D、Total ２４２万B/D、

BP２０９万 B/D である。石油と天然ガスの比率を見ると、ExxonMobil は石油５９％、天然ガス４１％

であり石油の比率が高い。BP、Total および Chevron３社も同様に原油生産量が天然ガス生産量を

上回っており、特に Chevron は石油６７％対天然ガス３３％と石油が天然ガスの２倍以上である。こ
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れに対して Shell は原油・ガス生産量が共に５０％と均衡している。Shell は英国の BG を買収してお

り、重点を天然ガスにシフトしつつある。 

 

２．２０１５年第１四半期以降の四半期別業績の推移 

五社の売上高、利益（全体、上流部門および下流部門）、設備投資に関する２０１５年１-３月期以

降今期までの四半期ごとの業績推移は以下の通りである。 

 

（１） 売上高の推移 

 ２０１５年第２四半期をピ

ークとして５社の売上高は

３期連続で減少したが、

前期２０１６年第１四半期

を底に今期は若干上向い

ている。各社の２０１５年

第２四半期売上高と今年

第１四半期および第２四

半期の売上高を比べると、

ExxonMobil は７４１億ドル

→４８７億ドル→５７７億ド

ル、Shell は７４０億ドル→４９７億ドル→６０３億ドル、BPは６０６億ドル→３８５億ドル→４６４億ドル、

Total は４４７億ドル→３２８億ドル→３７２億ドル、Chevron４０４億ドル→２３６億ドル→２９３億ドルで

ある。各社とも売上高は最悪期を脱して昨年第４四半期のレベルまで回復している。 

 

これは言うまでもなくこの間に原油価格が大幅に上下動したためであり、この間の四半期平均原

油価格の推移を Shell の決算資料で見ると５５．８４ドル/バレル(２０１５年第２四半期)→４５．２２ド

ル/バレル(同第３四半期) →３８．８１ドル/バレル(同第４四半期)→２９．４９ドル/バレル(２０１６年

第１四半期)→３９．５９ドル（同第２四半期）となっている。各社は販売価格の落ち込みを生産量でカ

バーしようと努力し(前項「原油・ガス生産量」参照)、売上高は価格の下落幅以下に抑えたが売り上

げの落ち込みは避けられなかった。 

 

（２）利益の推移 

（２－１）全体利益水準の推移 

 過去５期の四半期ごとの利益水準は各社によって異なるものの、全体を通してみると下落傾向に

あると言って良く、また ExxonMobil 以外の４社は１期またはそれ以上の複数期で欠損を出している。

２０１５年第１四半期は ExxonMobil の４９億ドルを筆頭に５社ともに利益を計上したが、ExxonMobil

のその後の利益は減少を続け今期は１７億ドルにとどまっている。 
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ExxonMobil と同程度の

売上規模である Shell は第

３四半期に７４億ドルと言う

巨額の欠損を記録している。

その後業績回復の足取り

は遅く利益水準は一桁前

後(前々期：９億ドル、前期：

５億ドル、今期１２億ドル)に

低迷している。 

 

BP は６期のうち４期がマイナスであり、特に最近は３期連続して欠損である。Chevron も同様に３

期連続の赤字である。Total は ExxonMobil を除く４社と比較すると増減幅は小さいが、利益は低迷

状況を続けている。 

 

（２）利益の推移(続き) 

（２－２）上流部門 

 ５社の上流部門の利

益はいずれも下流部門

の利益に比べて見劣り

し、BP 及び Chevron が

３期連続で赤字を出して

おり、Shell は６期中５期

が 赤 字 で あ っ た 。

ExxonMobil も前期(２０１

６年第１四半期)は赤字

であり、６期間で赤字を計上しなかったのは Total だけであった。過去６期間で最も大きな黒字を出

したのが ExxonMobil の２０１５年第１四半期２９億ドルであったのに対して赤字では Shell が２０１５

年第２四半期に８２億ドルの赤字を出すなど非常に厳しい状況である。 

 

（２－３）下流部門 

 これに対して下流部

門は全社が全６期間を

通じて安定した利益を

出 し て い る 。 特 に

ExxonMobil は昨年第２

四半期に上流部門の３

倍以上の６４億ドルの

利益を上げている。

Shell の場合昨年は２５
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億ドル前後の安定した利益を計上しており、今期も２期連続で１７億ドルの利益であった。Total もコ

ンスタントに１０億ドル台前半の利益水準を維持している。各社とも原料となる原油の価格が年間を

通じて低く推移したことにより下流部門の利益を確保している。 

 

（３）設備投資の推移 

 ５社の四半期の設備投資額

は１００億ドルを下回る低い水

準が続いており、また期を追う

ごとに投資額が減少する傾向

にある。ExxonMobil の場合は

昨年１-３月期の７７億ドルに対

して今年第一、第二四半期とも

５０億ドル強にとどまっている。

Total も同様に昨年１-３月期の

５８億ドルから今年の第一、第

二四半期はいずれも４０億ドル弱である。Chevron は５社の中では最も高い水準の設備投資を続け

ており、昨年は８０億ドル台の設備投資であったが、今年に入って急減し今期の投資額は５５億ドル

にとどまっている。Shell および BP の設備投資は各期の変動が比較的少なく、Shell は６０億ドル前

後、BP は４０億ドル台の設備投資を続けている。 

 

以上 

 

本稿に関するコメント、ご意見をお聞かせください。 

 前田 高行 〒183-0027 東京都府中市本町 2-31-13-601 

   Tel/Fax; 042-360-1284, 携帯; 090-9157-3642 

   E-mail; maedat@r6.dion.ne.jp 
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1-D-4-22 
    

(作成：前田） 

2016 年 4-6 月期国際石油企業の業績 

年   ExxonMobil Shell BP Total Chevron 

売上高(百万ドル) 

2016 年 4-6 月 57,694  60,271  46,442  37,215  29,282  

前年同期 74,113  73,950  60,646  44,715  40,357  

増減(%) -22.2% -18.5% -23.4% -16.8% -27.4% 

利益(百万ドル） 

2016 年 4-6 月 1,700 1,175 ▲ 1,419 2,088 ▲ 1,470 

前年同期 4,190 3,986 ▲ 5,823 2,971 571 

増減(%) -59.4% -70.5% -75.6% -29.7% -357.4% 

売上高利益率(%) 
2016 年 4-6 月 2.9% 1.9% -3.1% 5.6% -5.0% 

前年同期 5.7% 5.4% -9.6% 6.6% 1.4% 

設備投資(百万ドル） 

2016 年 4-6 月 5,158  5,796  4,283  3,790  5,523  

前年同期 8,261  6,205  4,529  4,616  8,724  

増減(%) -37.6% -6.6% -5.4% -17.9% -36.7% 

原油生産量(1,000B/D) 

2016 年 4-6 月 2,330  1,745  1,102  1,253  1,689  

前年同期 2,291  1,432  1,111  1,215  1,722  

増減(%) 1.7% 21.9% -0.8% 3.1% -1.9% 

ガス生産量(100 万 cfd) 

2016 年 4-6 月 9,762  10,226  5,733  6,466  5,031  

前年同期 10,128  7,534  5,805  5,910  5,243  

増減(%) -3.6% 35.7% -1.2% 9.4% -4.0% 

同石油換算(1,000B/D) 

2016 年 4-6 月 1,621  1,763  988  1,171  839  

前年同期 1,688  1,299  1,001  1,084  874  

増減(%) -4.0% 35.7% -1.3% 8.0% -4.0% 

原油・ガス合計生産量          

(石油換算 1,000B/D) 

2016 年 4-6 月 3,951  3,508  2,090  2,424  2,528  

前年同期 3,979  2,731  2,112  2,299  2,596  

増減(%) -0.7% 28.5% -1.0% 5.4% -2.6% 

 

 


